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PRESS RELEASE  2021/7/8  
    

 

 

夏季企画展示「藻類の時間軸‒私たちの始まりへ‒」を開催 
 

【概要】 

北海道大学総合博物館に収蔵された，世界的に貴重な海藻標本の一部を期間限定で一般公開するとと

もに，藻類と地球史との関わりに着想を得て創作されたインスタレーション（空間芸術）を組み合わせ

た企画展示です。 

なお，本企画展示展初日にはオープニングセレモニーを実施します。セレモニーでは，展示担当者で

ある北海道大学総合博物館の阿部剛史准教授による展示解説も行います。詳細はｐ2 をご覧ください。 

 

【趣旨】 

北海道大学は，前身の札幌農学校時代から，コンブなど海藻研究の長い歴史を持ちます。昭和初期の

理学部設置に伴い，それまで日本の海藻学のもう一つの中心であった水産講習所（東京海洋大学の前身

の一つ）の系譜も取り込むことになり，海藻分類学における世界的拠点の一つとなりました。 

生物の学名適用には，基準となる世界で唯一の「ホロタイプ（正基準標本）」というものがありま

す。海藻のホロタイプのうち日本国内に存在するものについては，ほぼすべてが北海道大学総合博物

館に収蔵されています。多数のホロタイプのほか，幕末に来航した黒船が採集した標本や，マリモ

「発見」の 3 年前に採集された国内最古の標本など，日本の海藻学黎明期から蓄積された多数の海藻

標本のうちから約 70 点の標本を今回に限って展示し，実際にご覧いただくことができます。 

学術的に貴重であることはもちろんのこと，海藻自体の造形やラベルの筆跡など，芸術的視点からも

ご鑑賞いただきたい内容です。また，太古の藻類の活動は地球環境に多大な影響を与え，生物の陸上へ

の進出や，私たち人類の文明を支える鉄資源の生成にも関与していました。これに着想を得て作成され

たインスタレーション作品（映像・音・オブジェを組み合わせた空間芸術）とともに構成される今回の

企画展示は，陸上生物・人類・北海道大学・海藻学など複数の意味を重ね合わせた「私たち」の始まり

へのタイムトラベル的なイメージとして構想されています。 

 

 

  

Cladophora sauteri (Nees) Kuetzing マリモ 

(= Aegagropila linnaei Kuetzing) 

宮部コレクション 

北海道釧路阿寒湖 1894 年 10 月 郡山甚四郎採集 

当時札幌農学校学生であった川上瀧彌による 1897 年

の"発見"より古い，国内最古の標本。 
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【日  程】 令和３年７月 1３日（火）～９月４日（土）10：00～17：00 

※休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日休館） 

【場  所】 北海道大学総合博物館 1 階企画展示室（札幌市北区北 10 条西 8 丁目） 

       JR 札幌駅北口より徒歩 15 分，地下鉄南北線北 12 条駅より徒歩 10 分 

【主  催】 北海道大学総合博物館 

【協  力】 北山太樹（国立科学博物館），東京大学総合研究博物館，日本藻類学会 

【対  象】 一般市民 

【入 場 料】 無料 

【言  語】 日本語・英語キャプションあり 

【注意事項】 駐車場はありませんので，公共交通機関にてお越しください。 

       新型コロナウイルス感染症対策のため，開館日程が変更されることがあります。 

【参加アーティスト】 長坂有希 

【アートディレクター】 端 聡（CAI 現代芸術研究所/CAI03） 

【アートコーディネーター】 佐野由美子（CAI 現代芸術研究所/CAI03） 

【グラフィックデザイン】 武田浩志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

北海道大学理学・生命科学事務部事務課博物館担当 

ＴＥＬ 011-706-2658  ＦＡＸ 011-706-4029  メール museum@jimu.hokudai.ac.jp 

ＵＲＬ https://www.museum.hokudai.ac.jp/topics/17623/ 

配信元 

北海道大学総務企画部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条西 5 丁目） 

ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp 
 

オープニングセレモニー（令和3年7月13日（火）10：00～10：45） 

会場：総合博物館知の交流ホール，企画展示室前（１階） 

司会：阿部剛史准教授 

プログラム： 

1．主催者挨拶  小澤丈夫 総合博物館長 

  2．来賓挨拶   山本文彦 理事・副学長 

           小亀一弘 日本藻類学会会長 

   3．テープカット 

4．開場 

5.展示担当者の展示解説（企画展示室） 阿部剛史准教授 

 

※新型コロナウイルス感染症対策のため，人数制限を実施しておりますので， 

ご参加いただけるメディアの方は事前に下記お問い合わせ先へご連絡ください。 
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